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上位施策事業名 国内外との航空ネットワークの維持・充実と空港の活性化 担当局・部名 交通政策局

2022 年度

事業シート（概要説明書）

予算事業名 ビジネスジェット誘致関連事業 事業開始年度 2020年度

根拠法令等 担当課･係名 航空政策課

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 吉澤

- ％

実施方法

■直接実施

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

実施の背景

・近年、国内におけるビジネスジェットの利用が拡大し、その発着は、羽田、成田、
　新千歳、関西国際空港などの主要空港の実績が多いが、今後、地方空港への展開
　や潜在需要の掘り起こしに期待
・近隣の小松空港は自衛隊共用空港であり、ビジネスジェットの受入が困難であること
　から、富山空港は北陸等の広域エリアの受入拠点として有効
・空港のさらなる活性化を図るためには、定期路線に加え、小型機（ビジネスジェット
　等）の受入れを促進することが重要
・運航会社や運航支援会社のニーズを把握し、2020年度から小型機の受入環境整備に
　着手（2020年度：駐機箇所の拡充及び駐機可能日数の延長（90分→1週間）、2022
　年度：ビジネスジェット専用動線の整備）
・今年度末には、概ね整備が完了することから、国内のエアポートセールスを強化する
　とともに、海外の国際航空展示会でのエアポートセールスを予定

目　的
（何をどうしたいのか）

富山空港が地域の拠点として賑わうことによる国内外との交流の活発化

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象に）

ビジネスジェットの運航会社・運航支援会社等
対象者数（全住民に対する割合）

— 人

事業内容
（手段、手法など）

事業内容（箇条書き） 事業費 活動指標

・運航会社、運航支援会社等へのエアポート
　セールス
・航空政策アドバイザーの配置
・海外の国際航空展示会でのエアポートセールス
  　上記に係る旅費・報償費等

5,000
千
円

協議回数、セールス回
数

関連事業
（同一目的事業等）

・ビジネスジェット専用動線の整備への支援
（専用待合室・CIQ（税関・出入国・検疫）カウンタ－） （2022年度予算 10,000千円）
・ビジネスジェット駐機箇所の整備
（国際小型機の駐機スペースの拡充（１か所→４か所））（2020年度決算  4,529千円）

コ
ス
ト

2022 年度（予算） 2021 年度(決算) 2020 年度(決算) 2019 年度(決算)

事
業
費

事業費合計 5,000 千円 126 千円 264 千円 0 千円

事業費内訳
（2021年度分）

　日本ビジネス航空協会負担金　　　　　126千円
　※2021年度は、国内外のコロナの感染状況拡大により海外・国内出張を中止し、
    オンライン等によるセールスを実施

人
件
費

担当正職員 0.3 人 2,213 千円 2,183 千円 0.1 人 753 千円0.3 人 2,190 千円 0.3 人

千円 人 0 千円

人件費合計 0.3 人 2,213 千円

人 0 千円 人 0臨時職員等 人 0 千円

2,183 千円 0.1 人 753 千円0.3 人 2,190 千円 0.3 人

千円 753 千円

財源

内訳

国県支出金
1,650 千円 千円

総事業費 7,213 千円 2,316 千円 2,447

千円 千円

国県支出金の内容 地方創生推進交付金

地方債 千円 千円 千円 千円

その他特財
千円 千円 千円 千円

その他特財の内容

一般財源 5,563 千円 2,316 千円 2,447 千円 753 千円

財源合計 7,213 千円 2,316 千円 2,447 千円 753 千円

事業番号 21-3

ここから成果指標を導きます。



2022 年度

事業シート（概要説明書）

予算事業名 ビジネスジェット誘致関連事業 事業開始年度 2020年度

事業番号 21-3

年度 2019 年度

・運航会社・運航支援会社等のニーズ把握、
  受入環境整備協議
・運航会社・運航支援会社等へのエアポート
　セールス回数

回 15/12 7/12 2/12

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 2021 年度 2020

/ / /

/ / /

単位当たりコスト 総事業費 ／
関係者との協議・エア
ポートセールス回数

活動実績

154千円 350千円 376千円

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

・航空機（小型機）の着陸回数　（2022年度 1,010回）

成果
（目標達成状況）

単位 2021

事
業
実
績

年度 2020 年度 2019 年度

・航空機（小型機）の着陸回数 回 1,108/1,010 901/1,010 935/1,010

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

・小型機の着陸回数は最近５年間は900～1,100回で推移しているが、うち2020年度以降
　のビジネスジェットの着陸回数は、新型コロナの水際対策として、外国人の新規入国を
　制限したことから減少
・新型コロナの収束後、ビジネスジェットの受入をできるだけ早期にコロナ前の水準
　（2019年度:31回）まで戻すことが課題
・昨年度、新型コロナの収束後における富山空港の目指すべき姿を描くとともに、実現
  するために必要となる取組や進め方を検討・整理するため、空港運営あり方調査を
  実施し、本年３月に報告書を取りまとめ
・報告書では、CIQが常駐しており、立地的に市街地やICから近く、近隣県からのアク
　セス利便性も高いという富山空港の特性から、今後重点的に取り組む施策として、
　新たな利用者層に選ばれるビジネスジェットの受入環境整備が示されており、今後も
　強化を図っていくことが必要

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

特記事項

（参考）ビジネスジェットの定義（国土交通省）
　　　　　企業・団体又は個人が商用目的で利用する、定員が数名から20名程度のジェット機等

（参考）富山空港におけるビジネスジェットの着陸回数
　　　　　2021年度:５回　2020年度:10回　2019年度:31回

/ / /

/ / /



 

 

 

主な運航会社、運航支援会社等 （日本ビジネス航空協会会員一覧から抜粋） 

 

■運航会社 

  朝日航洋㈱ 

  中日本航空㈱ 

  ㈱ノエビアアビエーション 

  全日本空輸㈱ 

  岡山航空㈱ 

  フジビジネスジェット㈱ 

学校法人ヒラタ学園 

第一航空㈱ 

 

■運航支援会社 

  ANAエアポートサービス㈱ 

  スイスポートジャパン株 

  ㈱ユニバサル・アビエーション 

  JAPAN AVIATION SERVICE㈱ 

㈱エアロワークスインターナショナル 

㈱エージーピー   

㈱ウエスタン・アソシエイツ 

インターアビエーション・ジャパン㈱ 

ジャパン・エアポート・グランドハンドリング㈱ 

 

■その他 商社・チャーターアレンジメントなど 

  丸紅エアロスペース㈱ 

  兼松㈱ 

  日本エアロスペース㈱ 

  双日㈱ 

  全日空商事㈱ 

  三井物産エアロスペース㈱ 

  コーナン商事㈱ 

  ANAビジネスジェット㈱ 

  JALビジネスアビエーション㈱ 

  ㈱JetTeam 

参 考 
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